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老朽化が進む農業用水路
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学
び
の
基
礎
と
な
る
「
読

み
書
き
の
力
」（
基
礎
的

読
解
力
）
に
直
結
す
る
国
語
の
調

査
結
果
を
見
る
と
、
小
中
学
校
と

も
に
「
読
む
こ
と
」
の
正
答
率
が

低
い
原
因
は
。

ど
の
よ
う
に
「
読
書
の
機

会
」
を
作
る
の
か
。

中
学
校
で
「
ま
っ
た
く
読

書
を
し
な
い
」
が
６
割
を

超
え
る
原
因
は
。

「
ま
ち
じ
ゅ
う
読
書
」
の

宣
言
か
ら
13
年
経
過
し
て

も
、
読
書
の
習
慣
が
定
着
し
て
い

な
い
の
は
、
今
ま
で
の
方
策
で
は

ダ
メ
で
着
眼
点
を
変
え
て
広
く
住

民
の
知
恵
も
借
り
、
抜
本
的
な
方

策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
。

今
回
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
委
託
業
者
と
委
託

料
は

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
ど
の
よ
う
に
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
に
反
映
さ

せ
る
か
。新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

接
種
率
と
、
町
の
公
表
す

る
接
種
率
が
異
な
る
理
由
は
。

「
ど
の
よ
う
な
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
か
」
の
設
問
に

つ
い
て
、な
ぜ
10
年
後
と
し
た
か
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
４
０
と
の
整
合
性
及

び
全
庁
横
断
的
な
検
討
・
調
整
は

ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

　

子
ど
も
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
使
用

時
間
が
長
く
、
写
真
や
動
画
、
短

い
言
葉
の
表
現
に
慣
れ
、
視
覚
処

理
に
頼
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
一
つ
の
原
因
と
推
測
し
て
い

る
。

　
「
ま
ち
じ
ゅ
う
読
書
」
の
宣
言

か
ら
今
日
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
や
課
題
の
検
証
・
総
括
を
行
い
、

新
た
に
５
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
設
定
を
考
え
て
い
る
。

　

な
お
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
で
き
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て

は
、「
未
来
を
拓
く　

愛
荘
16
年

教
育
」
構
想
に
あ
る
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

16
年
間
の
一
貫
し
た
読
み
聞
か

せ
・
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
。

　

ま
ず
、
図
書
館
の
敷
居
を
低
く

し
図
書
館
に
行
け
ば
い
い
こ
と
が

あ
る
、
ほ
っ
こ
り
す
る
。
ま
た
、

職
員
の
来
館
者
に
対
す
る
接
し
方

な
ど
、
学
校
と
図
書
館
で
の
読
書

活
動
を
う
ま
く
リ
ン
ク
し
、
効
果

の
あ
る
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
よ

う
な
方
策
を
検
討
す
る
。

　

㈱
パ
ス
コ
滋
賀
支
店
に
委
託
を

し
、委
託
料
は
３
１
５
万
７
千
円
。

　

ま
ち
づ
く
り
全
般
の
評
価
に
関

　

第
二
次
総
合
計
画
策
定
時
に
、

基
本
構
想
部
分
の
10
年
に
合
わ

せ
、
住
民
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

10
年
後
の
設
定
と
し
調
査
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く

各
種
施
策
の
検
討
・
推
進
に
今
回

の
調
査
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、

検
討
委
員
会
の
委
員
等
か
ら
い
た

だ
く
意
見
と
相
互
に
調
整
す
る
。

　

当
町
が
公
表
す
る
割
合
は「
接

種
の
対
象
と
な
る
人
」
の
総
数
を

母
数
と
し
て
い
る
が
、
新
聞
報
道

は
接
種
対
象
外
の
子
ど
も
を
含
ん

だ
全
人
口
で
算
出
し
、
差
異
が
出

て
い
る
。

　

原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、
一
日
の
ゲ
ー
ム
時
間

が
３
時
間
以
上
と
答
え
て
い
る
生

徒
が
全
国
平
均
よ
り
多
い
。
い
か

に
メ
デ
ィ
ア（
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ

ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
）

の
使
用
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
か
は
、
極
め
て
大
切
な
課
題
で

あ
る
。「
減
メ
デ
ィ
ア
・
親
読
書
」

「
毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア

デ
ー
」
の
呼
び
か
け
を
町
全
体
に

行
う
。 （

教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
）

（
教
育
長
）

問

問

問

問

問

問問

問問

答

答

答答答 答

答答

答 小
中
学
校
と
も
に「
読
書

し
な
い
」が
増
加
傾
向
に

あ
る
原
因
は

第
二
次
総
合
計
画
の
た
め

の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
目
的
と
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
推
進
と
情
報
公
開

読むことの正答率が前回より
低い原因は

Q

全国学力調査結果と
読む力

コロナ禍による昨年の
米価下落について

メディア時間が長く、読書時間が短いA

まちじゅう読書の宣言
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東
部（
秦
荘
）地
域
の
政
策

課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価

下
落
農
家
支
援
の
再
考
を

秦
荘
庁
舎
の
支
所
化

今
回
の
選
挙
戦
を
通
じ
、

秦
荘
地
域
の
皆
様
か
ら
町
政
に
対

す
る
悲
痛
な
叫
び
を
、
何
人
も
の

方
か
ら
聞
い
た
。
や
は
り
一
番
の

不
安
・
不
満
は
秦
荘
庁
舎
の
支
所

化
だ
。
庁
舎
統
合
は
、
4
年
度
に

は
強
引
に
予
算
化
し
、
増
築
工
事

を
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
。
町
民
の
眼
を
見

た
住
民
説
明
会
は
必
要
不
可
欠
だ
。

竹
原
梨
園
跡
地
の
土
地
利
用

一
昨
年
3
月
の
私
の
質
問

答
弁
で
、「
こ
の
地
の
開
発
は
何

が
可
能
な
の
か
、
技
術
的
な
面
や

市
場
の
ニ
ー
ズ
等
も
鑑
み
、
検
討

し
た
い
」
と
答
え
ら
れ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
2
年
ど
の
よ
う
な
検
討

を
さ
れ
、
活
用
計
画
が
進
ん
で
い

る
の
か
。

土
地
改
良
施
設

　
　
　
大
規
模
更
新
事
業

　

岩
倉
川
北
１
４
２　
で
、
老
朽

化
し
た
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
が
、
来
年
度
か
ら
6
年
間
13
億

円
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
愛
知

川
地
区
も
１
３
４　

で
計
画
中

だ
。
大
規
模
更
新
事
業
は
、
老
朽

化
で
漏
水
が
は
な
は
だ
し
い
用
水

路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
主
に
進

め
る
も
の
で
、
秦
荘
地
区
は
残
る

６
８
９　
を
6
地
区
に
分
け
、
豊

国
地
区
は
２
０
２　
を
2
地
区
に

分
け
進
め
て
い
く
計
画
だ
。
し
か

し
残
る
8
地
区
の
整
備
計
画
が
立

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
地
区
の
工

事
採
択
計
画
は
。

庁
舎
増
築
計
画
が
示
さ

れ
た
の
は
、
昨
年
3
月

の
臨
時
会
で
約
8
億
円
の
増
額
補

正
。
そ
れ
か
ら
丸
1
年
、
何
一
つ

住
民
の
声
が
聞
け
て
な
い
。
ま
た
、

議
会
に
も
何
の
協
議
も
な
か
っ
た
。

昨
年
3
月
の
計
画
あ
り
き
で
は
な

く
、
町
民
の
声
を
率
直
に
聞
き
計

画
を
練
り
直
し
て
ほ
し
い
。

旧
湖
東
町
勝
堂
地
先
3.6　

の
圃
場
整
備
済
農
用
地

に
、
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ
フ

ァ
ー
ム
㈱
が
今
造
成
さ
れ
て
い
る
。

コ
メ
リ
等
で
花
や
野
菜
苗
を
売
ら

れ
て
い
る
会
社
だ
。
農
業
用
施
設

と
し
て
、
青
地
の
農
地
転
用
は
必

要
な
く
軽
微
な
変
更
で
会
社
が
来

る
。
こ
う
い
っ
た
会
社
な
ら
、
竹

原
梨
園
で
も
農
振
の
青
地
で
あ
っ

昨
年
12
月
議
会
で
、
私
は

「
米
価
が
11
月
か
ら
一
昨

年
と
比
べ
3
割
以
上
下
が
り
、
稲

作
農
家
は
今
経
営
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。
ま
さ
に
米
作
っ
て
飯
食

え
な
い
状
態
だ
。
町
か
ら
の
支
援

も
町
民
か
ら
一
定
理
解
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
」
と
訴
え
た
。

　
町
長
は
、「
国
・
県
に
よ
る
支

援
策
や
湖
東
管
内
の
市
町
の
動
向

を
注
視
す
る
」
と
の
答
弁
。
多
賀

町
は
、
昨
年
12
月
１
４
５
０
万
円

の
補
正
を
し
、
Ｊ
Ａ
や
米
穀
商
に

出
荷
し
た
農
業
者
に
、
1
俵
千
円

の
助
成
を
決
定
さ
れ
た
。
本
町
も

多
賀
町
の
よ
う
に
、
米
価
下
落
に

よ
る
農
家
支
援
を
再
考
で
き
な
い

か
。

　

説
明
会
で
は
、
多
く
の
施
設
で

老
朽
化
と
と
も
に
、
高
額
な
維
持

費
や
修
繕
費
の
現
実
を
伝
え
、
取

り
組
む
必
要
性
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
計
画
書

を
示
す
こ
と
で
、
安
心
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
（
説
明
会
で
）
さ
す
が
に
こ
の

視
点
は
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と

を
、
私
ど
も
が
捉
え
る
事
で
あ
れ

ば
、
そ
の
検
討
と
い
う
こ
と
に
、

全
く
備
え
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

　

農
用
地
で
あ
り
、
企
業
誘
致
や

開
発
は
非
常
に
難
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

民
間
業
者
で
関
心
が
あ
れ
ば
、

し
っ
か
り
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
な
が

ら
、
歩
ん
で
い
き
た
い
。

　

取
り
組
み
の
主
体
は
改
良
区
以

外
に
な
い
と
認
識
。
今
後
の
町
主

　

多
賀
町
以
外
に
、
直
接
の
米
価

補
償
の
動
き
は
な
か
っ
た
。
交
付

金
制
度
を
利
用
し
て
、
収
益
性
の

高
い
作
物
へ
の
転
換
を
進
め
、
安

定
生
産
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問

問

問

問

答

答答

答答

答

多賀町と同じく、農家支援の再考を
求める

Q

国の交付金制度利用による、収益性の高い
作物転換を

A 森野　隆森野　隆 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

す
る
設
問
と
、
今
後
力
を
入
れ
る

べ
き
分
野
別
施
策
に
関
す
る
設
問

に
加
え
、
次
代
の
潮
流
を
捉
え
た

設
問
と
で
構
成
し
て
、
各
施
策
を

所
管
す
る
関
係
課
の
意
向
や
方
向

性
を
踏
ま
え
、
全
庁
的
な
検
討
の

実
施
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の

調
整
も
あ
わ
せ
て
行
う
。

村西　作雄村西　作雄 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

て
も
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

＊
3
問
目
に「
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ

い
て
」
質
問
し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

上
割
愛
し
ま
す
。

導
採
択
計
画
は
想
定
し
て
い
な
い
。

ha

haha

ha

ha


